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凝固活性のクロストークを遮断し，グラフトの生着を
促進することが判明致しております．しかし，C5a阻
害ペプチドは，グラフトが発現する Tissue Factorは
制御し得ないことも併せて判明致しましたので，既に
ご説明させて頂きましたチオレドキシンや Nicotin-
amideと組み合わせることにより，一層効果的な
IBMIR制御プロトコールが構築可能であると考えて
おります．今後も基礎研究で見出した知見を確実に臨
床現場へ繋げるために，動物実験段階にある様々な
シーズを，本学トランスレーショナルリサーチセン
ターにおける探索的臨床研究へ積極的に発展させたい
と考えております．
　最後になりますが，このような機会を与えて頂きま
した山本研究科長，そして全ての東北医学会会員の皆
様に心より御礼申し上げます．
